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◆ 本県としての今後の地域枠の設定について、ご意見をいた
だきたい。

【本日ご議論いただきたい内容】

＜目次＞
１ 地域枠と臨時定員について
２ 医学部の恒久定員と臨時定員の現状
３ 今後の臨時定員の取扱いに係る国の方向性
４ 国が臨時定員の削減に取り組むこととした理由
５ 臨時定員の削減による影響
６ 本県の臨時定員に関する見通し（課題）
７ 本県としての考え
８ 今後のスケジュール（案）



１ 臨時定員と地域枠
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⚫ 地方の医師不足や、特定診療科の医師不足を解消するため、平成20年度以
降、これまでの医学部定員（恒久定員）に上乗せして認めてきた定員のこと。

⚫ 臨時定員の増員にあたっては、次の「地域枠」とセットで運用してきた。
⚫ なお、臨時定員は、年度ごとに暫定的に上乗せを認められてきたもの。 

⚫ 都道府県と大学が連携して設置する、卒後に特定の地域や診療科で診療を
行うことを条件とした選抜枠

⚫ 本県では、臨時定員の増員にあたり、修学資金の貸与がある地域枠とセット
で運用しており、従事条件（義務年限等）を満たせば、修学資金の返済を免除
している。

臨時定員とは

地域枠とは



２-１ 医学部の恒久定員と臨時定員の現状（全国）
令和８年４月17日 厚生労働省 医師養成過程を通じた
医師の偏在対策等に関する検討会 資料１（抜粋）

3



２-2 医学部の恒久定員と臨時定員の現状（本県）その１
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＜本県：令和８年度＞

合計

医学部定員 452

地域枠等以外の
医学部定員

386

地域枠等 66

地域枠等の割合 14.6%

本県の地域枠等を要件とした臨時定員 25

本県の地域枠等を要件とした臨時定員の割合 5.5%



２-2 医学部の恒久定員と臨時定員の現状（本県）その２
神奈川県の地域枠制度

①神奈川県指定診療科枠
②③④神奈川県地域枠

（神奈川県地域医療医師修学資金）

横浜市立大学「地域医療枠」
⑤神奈川県地域医療枠
⑥市大地域医療枠

定員種別 臨時定員 恒久定員

根拠
①緊急医師確保対策

②③④経済財政改革の基本方針2009、新成長戦略
⑤緊急医師確保対策

⑥経済財政の改革の基本方針2008

実施主体 県・各大学 県・横浜市立大学

修学資金 有り 無し

実施大学
①横浜市立大学、②聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科大学、

③北里大学、④東海大学
横浜市立大学

開始年度 ①平成21年度、②平成22年度、③④平成24年度 ⑤平成20年度、⑥平成21年度

実施期間
平成22年度～令和８年度入学生

※１年ごとに延長

平成20年度～令和８年度入学生
※令和９年度以降の入学生は横浜市立大学の大学独自枠へ移行

人数 令和８年度25名（①８名、②７名、③５名、④５名） 毎年度25名（⑤20名、⑥５名）

診療科の
範囲

産科、小児科、麻酔科、外科、内科、救急科、
脳神経外科、総合診療を担う診療科

19基本領域

義務年限 臨床研修を含む９年間 ※キャリア形成プログラムを選択

地域制限 県内従事（うち４年間は横浜、川崎を除く地域で従事） 県内従事 5
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◆ 令和10年度の医学部臨時定員の方向性について、次のとおり示された。
（令和８年４月17日 医師養成過程を通じた医師の偏在対策等に関する検討会より）

○ 若年人口の減少を踏まえると、

・ 地域の実情を適切に考慮しつつ、

・ 医師多数県等の一律の区分によらず、

・ 恒久定員の枠内で、地域に定着する医師を養成することとし、

地域枠は、恒久定員の枠内で確保し、医学部臨時定員の削減に取り組むべき。

３ 今後の臨時定員の取扱いに係る国の方向性



参考 恒久定員内への地域枠設置に向けた国の取組
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令和８年４月17日 厚生労働省 医師養成過程を通じた医師の
偏在対策等に関する検討会 資料１(抜粋)

⚫ 国では、大学において恒久定員内への地域枠設置に向けた取組を推進する
ための支援を事業化

⚫ 大学医学部にも一定のインセンティブが必要との観点から設定されたもの
と思料される。



４ 国が臨時定員の削減に取り組むこととした理由①

8

臨時定員の削減に取り組むこととした理由は３つ
① 大学進学者数等の将来推計では、2026年以降減少する見込みであること。

令和８年４月17日 厚生労働省 医師養成過程を通じた
医師の偏在対策等に関する検討会 資料１(抜粋)
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４ 国が臨時定員の削減に取り組むこととした理由②

② 18歳人口千人当たりの医師養成数を、2024年度の募集定員数で
固定した場合、2050年には85人に１人が医学部に進学することになること。

令和６年２月26日 厚生労働省 第2回医師養成課程を通
じた医師の偏在対策等に関する検討会 資料１(抜粋)



４ 国が臨時定員の削減に取り組むこととした理由③
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③ 医師の労働時間を週60時間に制限したと仮定すると、2023年の医学部生が
医師となる2029年には医師需給が均衡すること。

R2.8.31 医療従事者の需給に関する検討会第
35回 医師需給分科会 資料１(抜粋)



５ 臨時定員の削減による影響

⚫ 全ての臨時定員が削減された場合、

全国で約10％減少 
本県で約  6％(25人)減少

⚫ 全国の臨床研修募集定員は、人口分布や
 医学部定員数に影響されるため、全ての臨時
 定員が削減された場合、

全国で約10％減少
本県で約10％減少

⚫ また、臨床研修募集定員の算定では「地域
 枠による加算」が設定されているため、本県
 の地域枠が全て削減された場合、

本県ではさらに約6％(25人)減少
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影響１ 医学部入学定員

影響２ 臨床研修募集定員 ◆

一般枠

△10%

一般枠

△10%

一般枠

△6%

一般枠

△10%

一般枠

△10%

△25人

◆ 基幹型臨床研修病院は、大学病院だけではなく民間
病院も含まれるため、各都道府県で臨床研修医を受け
入れる基幹型臨床研修病院の定員総数は、その都道府
県に所在する大学医学部入学定員とは連動しない。

Ｒ８
医学部入学
定員(全国)
9,376名

R９
臨床研修

募集定員(全国)
10,970名

Ｒ８
医学部入学
定員(本県)

438名

R９
臨床研修

募集定員(本県)
664名



６ 本県の臨時定員に関する見通し（課題）

⚫ 医師多数県においては、令和７年度臨時定員から削減が始まっている。

（例）

・ 上記以外の医師多数県も令和７年度臨時定員から削減されている。
・ 本県は医師多数県ではないため、令和８年度臨時定員まで削減なし。

⚫ 削減見通しは明らかではないが、令和９年度臨時定員の削減の方向性※と同
様と想定した場合、５年間ですべての臨時定員が段階的に削減される可能性も
見込まれる。
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＜令和９年度臨時定員の削減の方向性＞
⚫ 令和８年度臨時定員地域枠から、令和６年度臨時定員地域枠の20％を削減する。

医師偏在指標 都道府県名 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

医師多数県 東京都 ２０ ２０ １６（▲４） １２（▲４）

医師多数県 大阪府 １５ １５ １２（▲３） ９（▲３）



参考 医師偏在指標とは

◆ 医師偏在指標とは、国内の医師の地域的な偏在を全国共通の基準で客観的に
評価・可視化するために、厚生労働省が算出した指標。
従来の人口10万人あたりの医師数ではなく、地域の高齢化率や患者の流出入も

加味した指標で「医師多数」「医師少数」「医師多数でも少数でもない」の３つ
に分類している。

◆ 本県全体では、医師多数でも少数でもない区域に分類（全国28位）
◆ 令和８年公表の二次医療圏別の指標及び区域は下表のとおり。
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圏域名
医師偏在
指標

全国順位
(1～330位)

区域 圏域名
医師偏在
指標

全国順位
(1～330位)

区域

川崎南部 342.0 23 医師多数 (神奈川県) 254.4 (28位/47) (中間)

川崎北部 319.8 37 医師多数 横須賀・三浦 253.1 84 医師多数

（全国） 266.8 － － 相模原 229.3 119 中間

横浜 265.1 68 医師多数 湘南東部 215.8 149 中間

湘南西部 261.9 73 医師多数 県西 182.6 245 医師少数

県央 173.7 266 医師少数



７ 本県としての考え

⚫ 地域枠を設定することで、臨床研修募集定員が「地域枠加算」により増員でき
ることも踏まえると、臨時定員削減後も、引き続き恒久定員内に地域枠を設定す
るのが望ましいと考える。

⚫ また、本県は、都市部ではあるものの、10万人対医師数は全国平均を大きく
下回っていることに加え、医師偏在指標においてもいわゆる「中間県」であり、
医師の地域偏在や診療科偏在に取り組むことが重要な課題であることから、引き
続き本県の実情を機会をとらえて国へ伝えていく。

⚫ なお、恒久定員への地域枠設置については、本日のご意見も踏まえ、個別に各
大学と調整を進めていきたい。
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◆ ついては、臨時定員削減の国の方針を踏まえ、ざっくばらんに皆様のご
意見をお聞かせいただきたい。



６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 翌４月～

国

県

大
学

８ 今後のスケジュール（案）

医対協
報告

(頭出し)
R10
定員
調整
開始

医対協
協議

(対応の
方向性)

医対協
報告

(必要に
応じて)

恒久定員内への移行を含めた
今後の地域枠のあり方を調整

最終調整
(必要があれば)
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